
 3

「超高速ギガビット無線LANの研究開発」の研究開発成果について

平成１６年度～平成２０年度（５年間）

１．施策の目標
ギガビットクラスの超高速無線LANや無線PAN等を実現するために、物理層における最大伝送速度3Gbps以上を達成し、端末については、USB接続
等、携帯可能な装置として回路規模及び消費電力を達成できる見通しを確立する。また、100Mbps以上のデータ伝送速度を持つ移動通信システム
を実環境で実現するための技術の研究開発を行う。

３．研究開発の概要と期待される効果

２．研究開発の背景
ユビキタスネットワーク社会に向け、無線通信の役割、重要性は今後ますます増大してゆく。現在の無線LANの伝送速度は数M～100Mbpsであり、
今後デジタルコンテンツの容量が増大し、多人数が同時に利用するシーンが生じることを考慮すると、将来的には数Gbpsクラスの高速化が必要にな
る。ただし､マイクロ波では広帯域が確保できないため高速化に限界がある。より広帯域が利用可能なミリ波を利用した、伝送速度がギガビットを超
える無線システムの研究開発は近年、諸外国で研究開発が進んでおり、我が国においても実用化に向けた早期の研究開発を進める必要がある。

超高速ギガビット無線LANシステムとして、ミリ波を用い、室内環境においてPoint-to-Multi Pointで最大伝送速度3Gbpsで送受信を行うと同時に、同
一方式による他の無線LANシステムと共存することが可能な技術の研究開発を実施。研究開発は以下の要素技術毎に実施し、研究終盤にそれら
の技術を統合した無線LANシステムの実証試験を実施。
①MACからの指令によりビーム方向の切り替えを行う可変指向性アンテナ技術（株式会社国際電気通信基礎技術研究所）
②60GHz帯でのOFDM、FSKを用いた超高速変復調技術（富士通株式会社、株式会社国際電気通信基礎技術研究所）
③アンテナのセクタ切替管理と時間管理を統合した時空間メディアアクセス制御（MAC）技術（沖電気工業株式会社）
④電波のゆらぎを利用して情報量的に安全な鍵生成・共有を行う無線セキュリティ技術（株式会社国際電気通信基礎技術研究所）

４．研究開発の期間及び体制
ＮＩＣＴ委託研究（株式会社国際電気通信基礎技術研究所、富士通株式会社、沖電気工業株式会社） 1
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要素技術

主な成果（要素技術）

可変指向性
アンテナ技術

①可変指向性アンテナ技術
高利得な指向性アンテナで室内全体をカバーするためにはビーム

走査機能の実現が必要。
⇒広帯域・高利得の導波管スロットアレーアンテナとマルチポートス
イッチを用いた60GHz帯セクタ切替アンテナにより、ビーム走査機能
を実現。従来方式のセクタアンテナに比べ広帯域・高利得を同時に
達成。
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超高速変復調技術

②超高速変復調技術（OFDM）
ギガビットクラスの超高速無線伝送を行うため、高速で適応的な多

値変調機能とマルチパス除去機能の実現が必須。
⇒ミリ波帯においてOFDM変復調方式を採用し、16QAM変調や伝

搬路推定・誤り訂正技術により、高速化・高信頼性化を実現。物理層
で3Gbpsの高速データ伝送を可能とし、ギガビットクラスの超高速無
線LAN用PHYが構築できることを実証。

②超高速変復調技術（FSK）
OFDM変復調装置よりも小型で簡易なシングルキャリア変復調装

置の実現性の把握が必要。
⇒簡易な構成のFSK変調方式と遅延検波による復調方式を用いた
周波数変換不要の直接変復調回路の開発により、2Gbpsで5.1mの
伝送の達成を確認。
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要素技術

主な成果（要素技術）
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無線セキュリティ技術

時空間
MAC技術

③時空間MAC技術
セクタアンテナの制御と、適応変調の制御を同時に行う、高効率・高

スループットな時空間メディアアクセス制御（MAC）方式の確立が必要。
⇒異なるセクタに存在する複数の端末を管理するとともに、無線セ
キュリティに対応可能な従来にない高機能な超高速時空間MAC方式
を確立。各種環境で評価を実施。目標スループット1.5Gbpsに対し、模
擬PHY装置を介しての試験では最高2.7Gbpsを記録した。
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④無線セキュリティ技術
加速度的に性能が向上する計算機を用いた盗聴局に対しても、極

めて盗聴されにくい情報量的安全性に基づく鍵生成・共有システムの
確立が必要。
⇒マイクロ波帯における実機評価システムを開発し、無線LANで想定
される環境下での実験により、本技術の設計手法を確立。また、確立
した設計手法を元に、ミリ波帯において、情報量的安全性に基づく鍵
生成・共有ができることを実証。
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これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）

特許出願 論文 研究発表 報道発表 標準化提案

33 13 107 1 2

特許出願 論文 研究発表 報道発表 標準化提案

33 13 107 1 2

要素技術の構成品を用いて無線LANシステム全系の構築を実現し、2局以上のアクセスポイントと2局以上の端末局が存在する室内環境で、
大容量ファイルのダウンロード等における伝送速度、スループット等の計測を行い、無線LANシステムとして総合的な性能が得られることを実証
することが必要。

ファイル転送実験1 (2ch運用) 
独立した複数の無線ネットワークがごく近い距離にあっても、互いに干渉すること無く、同時にファイルを転送できることを確認。

ファイル転送実験2 (P-MP)
APに接続したファイルサーバーから、二台のUTに接続したそれぞれのクライアントPCが同時にファイルを転送できることを確認。

主な成果（実証試験）

ファイル転送実験1（2ch 運用）
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（１）ATR/NICTオープンハウス2008で研究成果を公開

（３）新聞への掲載

ATRとNICTの共催で毎年開催される研究成果の発表会。
2008年11月6日～11月8日の3日間、京都府精華町のATR
で開催。本年の参加者は2209名。本プロジェクトからは展示

ブースにおいてパネル展示とハードウェア展示を行い、本プ
ロジェクトの研究成果を来場者に発表。

（２）マイクロウェーブ展2008の特別企画展示へ出展、

ワークショップで招待講演

マイクロ波関連技術の分野で国内最大の展示会であり、参加者は毎
年6000名を超える。2008年11月26日～11月28日の3日間、横浜市

のパシフィコ横浜で開催。本プロジェクトからはミリ波技術の特別企
画展示にパネル展示を行うとともに、ワークショップ「ミリ波帯無線シ
ステムの最新動向」の招待講演において本プロジェクトの研究成果
を内外の専門家に向け発表。

研究成果の公開

本プロジェクトの研究成果が新聞紙面上
で報道された。

日経産業新聞 2008年11月5日
「ミリ波」で高速無線LAN

京都新聞 2008年11月7日

パソコンで映画、音楽スイスイ
無線LAN30倍高速化

電波タイムズ 2008年11月12日
60GHz帯で伝送速度3Gビット実現
超高速無線LANシステムを開発

 

 


